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Beo)下層文化 [NguyenKhacSu 1986;NguyenTuanLam 1989;TranDueThanh,Nguyen
DueCu,PhiRimTrung,DinhVaHuyvaNguyenHuuCu 1985;NguyenVanlao 1979a:33-
35]やダプット(DaBut)文化 [BuiVinh 1982;BuiVinhvaNguyenKhacSu 1978;BuiVinl1











化 [HaVanTan 1980:122],中部内陸高地の新石器文化 [Lafont 1957],タイ湾東部のコー
クパ ノムデ ィー (KhokPhanomDi)遺跡の文化 [Higham 1989a;1989b;1989C;Pomchai






らの影響を強く受けたのがタイ北部 ･中部の青銅器文化であり [横倉 1991;1992a;1992d:
106],東南中国の影響を強く受けたと思われるのが,ヴェトナム北部から中北部に出現したフ
ングエン (PhungNguyen)文化やドンダウ (DongDau)文化に代表される先 ドンソン諸文化で
ある [横倉 1987a]Oタイ東北部に成立 したバーンチエン (Ban Chiang)文化前期 [W仙e





ナム北部内陸高地のハジャン (HaGiang)文化 [HaVan Tan,BuiVinhvaVoQuy 1990;
TruongVietThang 1990],東北海岸のハロン (HaLong)文化 [NguyenVanHao 1979a:35-
36],紅河中流氾濫原のマ ドン (MaDong)類型 [HaVanPhung 1983]ヤクインホア (Thanh
Hoa)省海岸砂丘のホアロク (HoaL∝)文化 [PhamVanKinhvaQuangVanCay 1977],中北
部海岸のパウチョ (BauTro)文化 [Pate 1924,NguyenTrungChienvaVoQuy 1987;Tr机






やタイ中東部ではバーンチエン文化の中期,後期,晩期 [White 1982],バーンプラサー ト
(BanPrasat)土器様式の文化 [Pomchai 1984],ロップリーのバーンタ-ケ- (BanThaRae)
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遺跡の第 11層の文化 [Phu仙om 1984;SWapol1984;1988]等に代表される地域文化が展開















[青柳 1980;Fox 1970],マレー半島からインドネシアにはヴェトナム製のヘーゲル Ⅰ式鋼
鼓及びそのイミテーション,メコン流域やタイ中部で製作されたものと同形式の青銅器類が分




ていったと考えられる [横倉 1991;1992b]｡ またジャワ島西北部から発見されたアリカメー










表 l 東南アジア ･華南における栽培稲 (OryzaSativa)遺存体出土例
ヴェトナム (VietNam)
1. ドンダウ (DongDau)遺跡第4層






文献 [Le ⅩuanDiemvaHoangXuanChinh 1983;NguyenViet 1981;
NguyenXuan Hien 1980;桜井 1987:247-249]
2. ドンダウ (DongDau)遺跡第3層







文献 [Le ⅩuanDiemvaHoangXuan Chinh 1983;桜井 1987:247-249]
3. ドンダウ (DongDau)遺跡第2層





文献 [Le ⅩuanDiemvaHoangXuanChinl1 1983;桜井 1987:2471249]
4. ドンダウ (DongDau)遺跡第 1層





文献 [Le XuanDiemvaHoangXuan Chinh 1983;桜井 1987:247-249】
5. ドンティエン (DongTien)遺跡下層
所在地 :ダインホア (ThanhHoa)省ティエウイエン (ThieuYen)県










































































15. バーンチエン (Ban Chiang)遺跡第3文化層-EarlyPeriod

































文献 [ChangandLoresto 1985;IlighamandAm phan 1985a;1985b]
20. バーンナ-ディー (BanNaDi)遺跡第7層























文献 [Ch肌gandLoresto 1985;Hiか mZLndAm pbn1985a;1985b]
21. バーンナ-ディー (BanNaDi)遺跡第6層






文献 [ChangandLoresto 1985;Higham andAm phan 1985a;1985b]
22. バーンナ-ディー (BanNaDi)遺跡第5層







文献 [ChangandLoresto 1985;Higham andAm phan 1985a;1985b]
23. バーンナ-ディー (BanNaDi)遺跡第4層






文献 [ChangandLoresto 1985;HighamandAm phan 1985a;1985b;1985C;1985d]
24. ノーンノークタ- (NongNokTha)遺跡前期文化層






文献 [Bayard 1970;Solheim 1970]
25. ノーンノークタ- (NongNokTha)遺跡中期文化層




文献 [Bayard 1970;Solhe血 1970]
26. ノーンノークタ- (NongNokTiLa)遺跡後期文化層




文献 [Bayard 1970;Souleim 1970]
27. ノーンテ-ンセ-ン (NonTaengSaeng)遺跡第7層





文献 [Am phan,HighamandWarrachai 1980:126-132]
28. ノーンテ-ンセ-ン (NonTaengSaeng)遺跡第2層一第5層






文献 [Am ph肌,HighanandWarrachai 1980:126-132]
29. ノーンヤーン (NonYang)遺跡第3文化層-PeriodG.









30. コークパノムディー (KhokPhanomDi) 第6-11層




























































31. バーンドー ンタ-ペ ット(BanDonTaPhet)遺跡324号墓







32. クアラ ･スリンスイン (KualaSe血sing)遺跡
























文献 [DatanandBe止wood 1990;田中和彦 1991】
インドネシア (hdonesia)
35. ウルルアン (uuLeang)洞窟








































































































統一 したデイン･ボ ･リン (DinhBoLinh)が都 したホアルー (HoaLu)以外の事例は,金属
器時代の遺跡から検出された稲である｡ 年代は紀元前 1千年紀中頃から紀元後 1千年紀前半の
間に収まると考えてよい｡
ヴェトナム北部及び中北部の ドンダウ遺跡第4層,第3層,第2層, ドンティエン (Dong
Tien)遺跡下層,ゴムン (GoMun)遺跡下層は,この地域の青銅器時代前期～後期に位置付け
られ,紀元前 1千年紀前半から紀元前4-3世紀と考えられる遺跡である｡そして ドンダウ遺




















に属する｡ 東北部のバーンチエン (BanChiang),バーンナ-ディー (BanNaDi),ノーンノー





















































粒長 (rm) 粒幅(Trm) 長′幅
ドンティエン遺跡下層出土租 (ラウンドタイプ)
粒長 (帆 ) 粒幅 (mm) 長/幅
ドンティエン遺跡上層出土粗 (ラウンドタイプ)
粒長 (rm) 粒幅 (孤 ) 長/幅
ランカー遺跡出土楓
粒長 (mm) 粒幅 (rm) 長′幅
ランヴァック遺跡出土租 (ラウンドタイプ)
粒長 (帆 ) 粒幅 (rm) 長′幅
オケオ遺跡出土粗 (スレンダータイプ)




























炭 化 米 原型復元値 楓 復 元 値 楓 の 形 態
長(帆 )幅(帆 )長(帆 )幅(mm)長(… )幅(帆 )
フングエン層 6.12 2.35 6.16 2.38 8.68 2.83 長粒種 (チエム)
(地表下 2-3m) 6.18 2.56 6.22 2.60 8.77 3.09 長粒種 (ウルチ)〟/ケ大柾 オカボモチ類似)
6.27 2.13 6.31 2.16 8.90 2.57
6.34 2.49 6.38 2.53 8.99 3.01
6.35 2.25 6.39 2.28 9.00 2.71
6.45 2.43 6.49 2.47 9.15 2.94
6.51 2.35 6.55 2.38 9.17 2.83
57 63 61 7 925 18
6.59 2.30 6.63 2.38 9.28 2.77 長粒種 (ウルチ)〟
6.65 1.85 6.69 1.88 9.37 2.24
93 2 97 23 76 65
早期 ドンダウ層 4.47 2.18 4.50 2.21 6.79 2.72 円形短粒種 (ジークツト)
(地表下 2m) 5.05 2.30 5.08 2.33 7.42 2.82 短粒種 (ウルチ)
5.16 2.98 5.19 3.02 7.57 3.65 円形長粒種 (モチ)
早期 ドンダウ層 4.45 1.96 4.48 2.00 6.76 2.46 短粒種 (ウルチ)J</
(地表下 1.5m) 5.25 2.54 5.28 2.58 7.71 3.12
554 24 55 5 792 302
早期 ドンダウ層 4.72 2.21 4.75 2.24 7.17 2.75 短粒種 (ウルチ)/円形短粒種 (ジークツト)
(地表下 1.2m) 5.04 1.98 5.07 2.01 7.40 2.43
57 5 60 8 694 80
6.13 2.25 6.17 2.28 8.70 2.71 長粒種 (チエム)
後期 ドンダウ層 4.89 2.12 4.92 2.15 7.43 2.64 長粒種 (ウルチ)
(地表下 1.2-1.0m) 4.90 2.94 4.93 2.98 7.44 3.66 円形長粒種 (モチ)
5.06 2.39 5.09 2.42 7.43 2.93 短粒種 (ウルチ)/I大型短粒種 (モチ)
5.36 2.46 5.39 2.50 7.87 3.02
62 91 66 95 804 357
5.66 2.50 5.70 2.54 8.09 3.07 長粒種 (ウルチ)/I643 2 647 6 912 5
後期 ドンダウ層 5.57 2.20 5.61 2.23 7.97 2.70 短粒種 (ウルチ)
(地表下 1.0m) 6.37 2.29 6.41 2.32 9.04 2.76 長粒種 (ウルチ)
ゴームン層 5.05 2.95 5.08 3.00 7.42 3.57 円形長粒種 (モチ)
(地表下 0.6m) 5.15 1.81 5.18 1.84 7.56 2.23 短粒種 (ウルチ)
5,30 2.91 5.33 2.95 7.78 3.57 大型短粒種 (モチ)/I短粒種 (ウルチ)
5.40 2.85 5.43 2.89 7.93 3.50




































表 4 タイ国バーンナディー 遺跡出土稲の計
測値
層位 粒長 (m ) 粒幅 (rm) Remarks





7 - 2.5 破損
7 - 2.2 破損
7 - 2.3 破損
7 - 2.0 破損



































ト洞窟 (Tham PhiMean)のスレート製ナイフを石製穂摘み具とするC.F.ゴーマン 【Gorman











HuuNga 1982;NgoDucThi血 vaNgoSiHong 1988:28-33],と考えている｡ 確かにこの段
階で日本の縄文時代の遺跡から出土するような大型の剥片を加工した打製石器が出現しており
(図トa),農具であるかはさておき,着柄して土掘 り具として使用したことは間違いないだろ
う. またこの段階の有肩石器でハアソンビン省西部のホアビン (HoaBinh)山地のダフク (Da
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図 1 ヴェトナム出土の石鍬
a,HaSonBinh省 XomTrai洞窟 [HaHuuNga 1982】. b,HaSonBinh省 DaPhuc岩陰遺跡 [Colani
1929];長 さ 12.9cm. C,HaiPhong市 CatBa島 CaiBeo[Nguyen VanHao1979a]. d,NgheTinh省
LenHongTho[NgoDueThinhvaNgoSiHong 1988]. e-f,Thanl1Hoa省 HoaLoch[Pham VanKhhva
QuangVan°ay 1977]. g,HaNoi市 MaDong【HaVanPhung 1983]. h,QuangNgai省 LongThanh
[NgoSi打ong 1987].i,QuangNgai省 B血 Chau[NgoSiHong 1980〕.j,QuangNam-DaNang省 Bau
Tram [TruongHoangChau 1991]. K,Dachc省 DraiXi[DoVanNinh 1977]長 さ27.7cm. 1,Song
















(LongThanh)遺跡 [chuVanTanvaDaoLinhCon 1978;NgoSiHong 1986],青銅器を伴い
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図2 広西,ヴェトナム,マレー半島出土の磨製石鍬あるいは鍬形石製品
a,QuangNinh省 TrangHuongまたは CaoBang省 BanMieng[NguyenKhacSu 1976].b,Hal
Phong市 CatBa島 EoBua第 1洞窟 [NguyenKhacSu 1976]. C,ⅤinhPhu省 MyThuat
[NguyenKhacSu 1976]. d-e,広西壮族自治区隆安県大龍滞 [広西壮族自治区文物工作隊
1982].f,ThanhHoa省 [DiepDinhHoa 1980]重さ5.2kg. g,DongNai川流域 BienHoa附近
[LeTrungvaNguyenVanHuyen 1976].h,SongBe省 D∝ Chua[NguyenDuyTy 1977].1,
タイ国 Yala県 Yala市 [Am ara 1986]長さ9.65cm.j,西マ レーシア Pahang州 Tembeling川流
域 [Tweedie 1953].
が薄 く,刃縁が研ぎ出されておらず,使用痕跡も見られないことから実際に土木作業や耕作に







部 ･中北部一帯の青銅器時代と鉄器時代の遺跡 [DiepDinhHoa 1980;NgoDueThinhvaNgo
SiHong 1988;NguyenKhacSu 1976],中部の7-カイン (PhuKb血)省ニヤチャン (Nha
Trang)[NguyenKhacSu 1976],南部の ドンナイ文化の遺跡 [Le TrungvaNgtlyenVan






ニ ョン (Nyong)を始めとするマレー半島パハン (Pahang)州のテンペリング (Tembe血g)
川流域の新石器文化段階の遺跡から,テンペリング･ナイフと呼ばれる石器が採集されている
(図3-a,b)[Evans 1928b:pl.LI;1931:pl.XIIトⅩIV;Tweedie 1953:37138]｡ 揚子江下流




0 7CIL 1) 図3 テンペリング･ナイフと破土器
a-b,西マレー シアPahang州 Tembeling川流域























a-b,タイ国 ChonBmi 県 PhanatNikhom郡 KhokPhnomDilHigham 1989C]. C,ヴェ トナム
DongNai省 XuanLoc県 CauSat[HoangXuanChinhvaNguyenKhacSu 1977]スケール不明.d,
Ciahi-ConTum 省 ChuProng県 IaPhuc流域 [hEont 1957]スケール不明.e,西マレーシア






遺跡 [HoangXuanChinl1VaNguyenmacSu 1977;PhamQuangSon 1978]から出土してい
る｡いずれも半月形外轡刃で,紐掛け用の到 り込みや孔はない (図4-C,d)｡ 現在の貝製穂摘
み具や鉄製穂摘み具のように,藤や竹の棒に填め込んで使用したのであろう｡ ドンナイ川流域
のカウサ ト(CauSat)遺跡では50点も出土したが,そのうち70%以上が完全磨製品であった｡




































a,HaNoi市 [DiepD血 Hoa 1980】.b,NgheTinh省 RuTran[DiepDi血 Hoa 1980].C-d,雲
南省祥雲県大波那 [雲南省文物工作隊 1964】.e,HaSonB山l省 PhuXuyen県 XuanLa[Pham
QuocQuan VaTrinhCan 1982]. f-g,NgheTinl1省平野部 [DiepDinhHoa 1980]. h,Quang
Ngai省 DucPho県 PhuKhuong[Pamentier 1924]. i-j,タイ国Lopburi県 ThaLuang郡 Sab
Champa[Phuthom 1986].k,インドネシアSulawesi島 [Soejono 1971].
5-C,d)であるが,数も多 くヴェ トナムでの鋳造が確認できるのはハー ト形の鍬の方である
[横倉 1989]Oヴェトナムの研究者はこの農具を肇と考えている [ChuVan Tan 1988a]が,
雲南の石泰山遺跡出土の青銅器片には鍬先として着柄された様が描かれている｡第三のタイプ
は中国で ｢錘 ｣ と呼ばれる漠系の鍬先 ･鋤先である｡ こちらは青銅製と鉄製があり,U字形ま


































青銅器が出土 している [Soejono 1971]. 身は
台形で商代から漠代の中国で用いられた青銅製















の茎部が付いている｡ 報告者 [sQrensen 1974b:161]は木棺加工用の手斧であると推定して
いるが,現在の南中国の焼畑耕作者が使用する翻土 ･除草用の小型鉄製手鍬に同形式のものが








a,vinhPhu省 PhongChau県 GoMun [HaVanPhungvaNguyenDuyTy 1982].b,HaSonBinh
省 PhuXuyen県XuanLa[Pham Qu∝QuanvaTrinl1Can 1982].C-d,HaSonBinh省 PhuXuyen
県 ChauCanlLuuTranTieu 1977]. e,ThuanHai省 BauHoe[NgoSiHong 1987]. i,Quang









紀元後 1世紀には紅河西氾濫原のスアンラ･(ⅩuanLa)舟形木棺墓遺跡 [PhamQUα Quanva
T血hCan 1982]において,｢銭｣と共に鉄器化した製品が出現している (図7-b)が,鉄製
靴形斧の着柄法は縦斧 (axe)のそれである｡しかし同じ時期にやはり紅河西氾濫原に造営さ



























Viet1980]. C-d,タイ国 UdonTYmi 県 Nong
Han郡BanNaDi[HighamandAm phm 1985C].
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は春秋戦国期の揚子江下流域から出土 しており [横倉 1989],貝製穂摘み具を青銅器化 して
いるところから銅鉾鎌 とも呼ばれている｡ また石泰山文化 (鴻池青銅器文化)に属する雲南東
部の前渡中期から後漠前期に並行する遺跡からも,青銅製と鉄製の半月形直刃の穂摘み具が出
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図9 青銅鎌及び鎌形青銅器
a,Vinl1Phu省 PhongChau県 GoMun [TrinlISinh
1978]. b,HaNoi市 ChuaThong[TrinhSinh
19781.C-也,カンボジアMluPrei地区 OPieCan






[雲期 1985;横倉 1989]鋸歯刃を持つ小型の穂刈 り鎌である｡ 同じく鋸歯刃を有する青銅
製穂摘み具との関わりが深いとみられるこの種の鎌は,紅河西氾荘原の ドンソン文化期の生活








a-b,タイ国Udon他 県 NongHan郡 BanNaDi【HighamandAm phan 1985C]. C,タイ国Kan-
chamBuri県 PhanomTnuan郡 BanDonTaPhet[Gloveretal. 1984]. d,DonsNai省 ⅩuanLoc
県 PhuHoa[Fontaine 1972]. e-i,QtnngNan-DaNang省 Giang県 Pa･Xua[VuQuocHien








【HighamandAmphan 1985C;1985d]は,茎部を柄に挿し込むタイプで,全長が 10cm強 (図
10-a,b)と小さく,穂刈 り鎌であろう｡ 小児棄棺出土例では穂摘み具と共に表面に稲が撒か
れていた｡
タイ中西部のカーンチャナブリ一県バーンドンタ-ペ ットの墓地遺跡 [Gloveretal. 1984]
からは,インド系の青銅製容器やビーズ,サーフィン文化の装身具などと共に先端部が轡曲し
た中型の有墓鎌形鉄器 (図 10-C)が出土 している｡ 遺跡の年代は紀元後 1世紀あるいはその
前後である｡これに類似する中型鎌形鉄器は,典型サーフィン文化の遺跡であるヴェトナム南










a-C,DongNai省 ⅩuanL∝ 県PhuHoa[Fontaine 1972].d,DongNai省 XuaLnLK 県SuoiChon
lNguyenManl1Loietal. 1978].e,カンボジアMluPrei地区OYakluvy 1943].i,西マレー










る [Phu仙om 1986](図10-g,h)｡ これらの鎌は柄と刃の作る角度がほぼ直角であり,間違
いなく稲の収穫に用いられたと思われる｡小型の鎌は穂刈 り鎌であろう｡
ところで7-ホア遺跡では報告者により鎌とされた遺物が全鉄器中の最多を占めているが,



























a,HaSonBi血 省 PhuXuyen県 ChauC弧 [Luu
TranTieu 1977].b,HaSonBinh省 UngHoa県
MinhDuelBuiVanLinhvaPham Qu∝ Quan
1991]. C,HaNanNinh省 Kim Thanl1県 Chau
SonlPhamQuocQuanvaHoangNgocLoi1981].
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lBuiV孤 LiemvaPhamQuocQua机 1991],及びハアナムニン (HaNamNihn)省のタインソ





























































ナム北部 ･中北部に広まって行く｡ このドンソン文化期の後半から顕在化する ｢錘｣を用いる
稲作の展開に,嶺南地方から移動した相当規模の漠化民集団が関係していたことは否定できな
い｡紅河デルタ北東部のハイフン (HaiHung)省 トゥロク (TuL∝)県周辺からは後漢後期の






の出土遺物は,広州漠墓群 [広州市文物管理委員会 ･広州市博物館 1981]における紀元2世
紀の副葬品そのものである｡
ところがその一方でヴェトナム在来の集団が ｢錘｣を受容し,可耕地を拡大していったこと





















































製品が存在していたはずである｡ アッサムのナガ族の焼畑除草具 [鹿野 1946b:第11図]や
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